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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
推 進 さ せ よ う と す る コ ン ク リ ー ト 函 体 の 左 右 両 側 方 に 土 留 め 鋼 矢 板 を 配 設 し 、 土 留 め 鋼 矢  
板 の 内 側 に 反 力 伝 達 鋼 材 を 横 架 し て 反 力 伝 達 構 造 物 を 形 成 し 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 後 端 へ の  
元 押 し ジ ャ ッ キ の 支 圧 を 受 け る 支 圧 体 を こ の 反 力 伝 達 構 造 物 の 幅 方 向 に 架 設 し た こ と を 特  
徴 と す る コ ン ク リ ー ト 函 体 の 発 進 反 力 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
推 進 さ せ よ う と す る コ ン ク リ ー ト 函 体 の 左 右 両 側 方 に 土 留 め 鋼 矢 板 を 配 設 し 、 土 留 め 鋼 矢  
板 の 内 側 に 反 力 伝 達 鋼 材 を 横 架 し て 反 力 伝 達 構 造 物 を 形 成 し 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 後 端 へ の  
元 押 し ジ ャ ッ キ の 支 圧 を 受 け る 支 圧 体 を こ の 反 力 伝 達 構 造 物 の 幅 方 向 に 架 設 し た コ ン ク リ  
ー ト 函 体 の 発 進 反 力 構 造 を 使 用 し 、 元 押 し ジ ャ ッ キ に よ り コ ン ク リ ー ト 函 体 を 推 進 さ せ る  
こ と を 特 徴 と し た コ ン ク リ ー ト 函 体 の 発 進 反 力 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 推 進 工 法 に お け る コ ン ク リ ー ト 函 体 も し く は オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 に お け る オ  
ー プ ン シ ー ル ド 機 の 発 進 反 力 構 造 お よ び 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
推 進 工 法 は 、 推 進 管 （ 主 に 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 管 ） の 先 端 に 掘 進 機 を 取 り 付 け 、 地 中 を 掘 削  

請求項の数　2　（全11頁）
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し つ つ 、 後 方 の 油 圧 ジ ャ ッ キ で 推 し 進 め て 、 管 を 埋 設 す る 工 法 で 、 地 面 を 掘 り 起 こ し て 管  
を 設 置 す る 「 開 削 工 法 」 に 対 し て 「 非 開 削 工 法 」 と 呼 ば れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ ６ に 示 す よ う に 、 推 進 工 法 の 機 械 構 成 は 、 立 坑 （ 発 進 立 坑 ） Ａ 、 支 圧 壁 Ｂ 、 推 進 台 Ｃ  
、 元 押 ジ ャ ッ キ Ｄ 、 押 輪 Ｅ 、 ス ト ラ ッ ト Ｆ 、 押 角 Ｇ 、 推 進 管 Ｈ 、 掘 進 機 Ｉ （ 又 は 刃 口 ） か  
ら な っ て お り 、 長 距 離 推 進 の 場 合 は さ ら に 中 押 装 置 Ｊ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 中 Ｋ は 発 進 口 壁 、 Ｌ は 門 型 ク レ ー ン 、 Ｍ は 元 押 し 、 中 押 し 用 油 圧 ポ ン プ 、 Ｎ は 滑 材 圧 送  
ポ ン プ 、 Ｏ は 滑 材 ミ キ サ ー で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
推 進 工 法 は 、 先 端 の 掘 進 機 Ｉ （ 又 は 刃 口 ） で 掘 削 を 行 い 、 元 押 ジ ャ ッ キ Ｄ を 伸 長 し て 推 進  
管 Ｈ を 推 し 進 め る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
推 進 工 法 に 関 し て は 、 先 行 技 術 文 献 と し て 多 く の 特 許 文 献 が あ る が 、 支 圧 壁 Ｂ に 関 し て は  
特 に 特 許 文 献 は な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 下 記 特 許 文 献 は 、 開 削 工 法 と シ ー ル ド 工 法 の 長 所 を 生 か し た 合 理 性 に 富 む オ ー プ ン  
シ ー ル ド 工 法 に よ り 施 工 す る 場 合 に 、 施 工 個 所 の 上 方 に 橋 桁 等 の 障 害 物 が 横 切 る 場 合 で も  
、 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 に 用 い た オ ー プ ン シ ー ル ド 機 は そ の ま ま 設 置 し て こ の 障 害 物 の 影  
響 を 受 け ず に 地 下 構 造 物 を 施 工 し 、 ま た 、 障 害 物 通 過 後 は オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 に す ぐ 移  
行 し て 施 工 を 続 行 で き る も の と し て 提 案 さ れ た も の で あ る 。
【 文 献 】 特 開 平 ７ － ２ ６ ９ ２ ８ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 特 許 文 献 １ は 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 と 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 の 前 面 を 掘 削 ・ 排 土 し  
、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 ご と コ ン ク リ ー ト 函 体 を 発 進 立 坑 に 設 置 し た 推 進 ジ ャ ッ キ で 押 し 出  
し 、 該 推 進 ジ ャ ッ キ と 押 し 出 し た コ ン ク リ ー ト 函 体 と の 間 に 新 た な コ ン ク リ ー ト 函 体 を 配  
設 し て 押 し 出 し を 繰 り 返 す 推 進 工 法 と を 組 み 合 わ せ る 。 か か る オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 と 推  
進 工 法 の 組 み 合 わ せ に つ い て は そ の 概 要 を 図 １ １ に 示 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
先 に オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 に つ い て 説 明 す る 。 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 で 使 用 す る オ ー プ ン  
シ ー ル ド 機 １ は 、 基 本 的 に は 左 右 の 側 壁 板 と こ れ ら 側 壁 板 と 同 程 度 の 長 さ で そ の 間 を 連 結  
す る 底 板 と か ら な る 前 面 、 後 面 及 び 上 面 を 開 口 し た シ ー ル ド 機 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
該 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ は 機 体 を 前 後 方 向 で 複 数 に 分 割 し 、 フ ロ ン ト 部 ２ と し て の 前 方 の  
機 体 の 後 端 に テ ー ル 部 ３ と し て の 後 方 の 機 体 の 前 端 が 嵌 入 し て 、 相 互 の 嵌 合 部 で 屈 曲 可 能  
と し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
フ ロ ン ト 部 ２ は 主 と し て 掘 削 を 行 う も の で 、 前 端 と 上 面 を 開 放 面 と し て あ り 、 機 体 内 で 後  
部 に 後 方 へ 向 け て 中 折 ジ ャ ッ キ ４ を 左 右 に よ せ て 、 ま た 上 下 複 数 段 に 配 設 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ れ に 対 し て テ ー ル 部 ３ は コ ン ク リ ー ト 函 体 ８ の 設 置 を 行 う も の で 、 機 体 内 で 前 部 に 後 方  
へ 向 け て シ ー ル ド ジ ャ ッ キ ５ を 左 右 に よ せ て 、 ま た 上 下 複 数 段 に 配 設 し た ジ ャ ッ キ 部 と 、  
そ の 後 方 で ス ペ ー ス を 確 保 し た 函 体 吊 下 し 部 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 中 ６ は フ ロ ン ト 部 ２ の 前 端 に 設 け た 可 動 分 割 刃 口 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の よ う な オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 使 用 す る オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 は 、 図 ２ ４ ～ 図 ２ ７ に  
示 す よ う に 、 発 進 立 坑 と 到 達 坑 と の 間 で 施 工 さ れ る 。 発 進 立 坑 １ １ 内 で 前 記 オ ー プ ン シ ー  
ル ド 機 を 組 立 て 、 発 進 立 坑 １ １ の 前 の 地 盤 を 地 上 に 設 置 し た シ ャ ベ ル 系 の 掘 削 機 １ ２ で 掘  
削 し 、 該 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の シ ー ル ド ジ ャ ッ キ ５ を 伸 長 し て 発 進 立 坑 １ １ 内 の 反 力 壁  
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（ 図 示 せ ず ） に 反 力 を と っ て オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 前 進 さ せ 、 地 下 構 造 物 を 形 成 す る 第  
１ 番 目 の コ ン ク リ ー ト 函 体 ８ を 上 方 か ら 吊 り 降 し 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の テ ー ル 部 ３ 内  
で 縮 め た シ ー ル ド ジ ャ ッ キ ５ の 後 方 に セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 い で 、 同 様 に 掘 削 機 １ ２ で フ ロ ン ト 部 ２ の 前 面 又 は 上 面 か ら 土 砂 を 掘 削 し 、 か つ 排 土 し  
て オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 前 進 さ せ 、 前 記 第 １ 番 目 の コ ン ク リ ー ト 函 体 ８ の 前 に 第 ２ 番 目  
の コ ン ク リ ー ト 函 体 ８ を テ ー ル 部 ３ 内 に 吊 り 降 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
以 下 、 同 様 の 掘 進 及 び コ ン ク リ ー ト 函 体 ８ の セ ッ ト 工 程 を 繰 返 し て 、 順 次 コ ン ク リ ー ト 函  
体 ８ を 縦 列 に 地 中 に 埋 設 し 、 後 方 の コ ン ク リ ー ト 函 体 ８ 上 に ダ ン プ １ ４ で 埋 戻 し を 施 し 、  
オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ が 到 達 立 坑 １ ３ ま で 達 し た な ら ば こ れ を 分 解 ・ 撤 去 し て 工 事 を 完 了  
す る 。 図 中 １ ５ は グ ラ ウ ト 機 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
か か る オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 で 推 進 工 法 を 取 り 入 れ る 場 合 は 、 図 発 進 立 坑 １ １ 内 に コ ン ク  
リ ー ト 製 の 厚 い 支 圧 壁 ７ を 形 成 し 、 こ こ に 元 押 し ジ ャ ッ キ ９ を 設 置 し 、 こ れ で コ ン ク リ ー  
ト 函 体 ８ を 推 進 さ せ る 。 図 中 １ ０ は 受 台 鋼 で あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 推 進 工 法 は 原 則 と し て 発 進 用 の 立 坑 Ａ を 形 成 し 、 こ こ に 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の 支 圧 壁  
Ｂ を 設 け て 、 こ の 支 圧 壁 Ｂ で 元 押 ジ ャ ッ キ Ｄ の 推 進 反 力 を 受 け て 、 推 進 管 Ｈ を 推 し 進 め る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 図 ２ ３ に 示 す オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 と の 組 み 合 わ せ の 場 合 は 、 発 進 立 坑 １ １ 内 に 支 圧  
壁 ７ 等 の 元 押 し 設 備 を 構 築 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
従 っ て 、 立 坑 Ａ や 発 進 立 坑 １ １ は こ の よ う な 支 圧 壁 Ｂ や 支 圧 壁 ７ を 設 け る だ け の 、 堅 牢 さ  
と 、 ス ペ ー ス が 必 要 と す る も の と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
発 進 立 坑 背 面 反 力 部 分 に 既 設 水 路 が 存 在 す る 場 合 や 、 反 力 部 分 地 山 が 軟 弱 地 盤 で あ る 場 合  
、 十 分 な 強 度 を 有 す る 立 坑 Ａ 、 発 進 立 坑 １ １ を 構 築 で き な い の で 、 支 圧 壁 Ｂ や 支 圧 壁 ７ を  
介 在 さ せ た 立 坑 背 面 の 受 動 土 圧 だ け で は 推 進 の 反 力 の 確 保 が 困 難 と な り 、 オ ー プ ン シ ー ル  
ド 工 法 に て 推 進 す る 為 に は 大 掛 か り な 補 助 工 事 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 反 力 部 分 に 既 設 水 路 が 存 在 す る 場 合 で は 、 既 設 水 路 を 埋 め 戻 す と 降 雨 に よ る 増 水 時 に  
発 進 立 坑 か ら 、 背 面 の 既 設 水 路 に 水 路 流 水 を 通 水 す る こ と が 出 来 ず 、 周 辺 宅 地 の 浸 水 被 害  
の 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 記 軟 弱 地 盤 で あ る 場 合 、 背 面 地 山 に 地 盤 改 良 等 を 施 す 必 要 が あ り 、 経 済 的 に 高 価 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 特 許 文 献 １ は 、 発 進 立 坑 は 、 少 な く と も 前 面 お よ び 上 面 開 口 の 鋼 製 チ ャ ン バ ー を オ ー  
プ ン シ ー ル ド 機 の テ ー ル 部 内 に 設 置 し て 形 成 す る こ と に よ り 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 で 設  
置 し た コ ン ク リ ー ト 函 体 は そ の ま ま に し て 、 か つ 、 こ れ を 反 力 に し て 推 進 工 法 で コ ン ク リ  
ー ト 函 体 を 推 進 で き る と あ る が 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 で 設 置 し た コ ン ク リ ー ト 函 体 を 反  
力 体 と し て 用 い る の は 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 を 痛 め る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ち な み に 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 の 大 き さ は 多 少 大 小 が あ る が 、 高 さ が １ ～ ２ ｍ 程 度 、 幅 が １  
～ ３ ｍ 程 度 、 長 さ が １ ～ ３ ｍ 程 度 で 、 か な り 大 き な も の で あ る 。 従 っ て 、 円 形 の コ ン ク リ  
ー ト ヒ ュ ー ム 管 と は 大 き さ や 用 途 が 異 な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の よ う な コ ン ク リ ー ト 函 体 で は シ ー ル ド 機 を 前 進 さ せ る た め の 推 進 ジ ャ ッ キ で の 力 が 加  
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え ら れ た 際 に は 大 丈 夫 で も 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 の 推 進 は か な り の 力 を 受 け 、 コ ン ク リ ー ト  
函 体 の 左 側 壁 版 、 右 側 壁 版 は 圧 縮 さ れ る 状 態 と な り 、 上 床 版 や 下 床 版 に 曲 げ モ ー メ ン ト が  
か か り そ の 端 面 に ク ラ ッ ク が 入 る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 の 目 的 は 前 記 従 来 例 の 不 都 合 を 解 消 し 、 地 山 へ の 摩 擦 力 を 利 用 し て 反 力 伝 達 構 造 物  
を 形 成 で き る の で 、 大 掛 か り な 発 進 立 坑 を 設 け る こ と や 、 も し く は 発 進 立 坑 を 設 け る こ と  
な く コ ン ク リ ー ト 函 体 の 推 進 、 シ ー ル ド 機 の 発 進 が 可 能 と な る コ ン ク リ ー ト 函 体 、 お よ び  
シ ー ル ド 機 の 発 進 反 力 構 造 お よ び 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 は 、 推 進 さ せ よ う と す る コ ン ク リ ー ト 函 体  
の 左 右 両 側 方 に 土 留 め 鋼 矢 板 を 配 設 し 、 土 留 め 鋼 矢 板 の 内 側 に 反 力 伝 達 鋼 材 を 横 架 し て 反  
力 伝 達 構 造 物 を 形 成 し 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 後 端 へ の 元 押 し ジ ャ ッ キ の 支 圧 を 受 け る 支 圧 体  
を こ の 反 力 伝 達 構 造 物 の 幅 方 向 に 架 設 し た こ と を 要 旨 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 の 発 進 反 力 方 法 と し て は 、 推 進 さ せ よ う と す  
る コ ン ク リ ー ト 函 体 の 左 右 両 側 方 に 土 留 め 鋼 矢 板 を 配 設 し 、 土 留 め 鋼 矢 板 の 内 側 に 反 力 伝  
達 鋼 材 を 横 架 し て 反 力 伝 達 構 造 物 を 形 成 し 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 後 端 へ の 元 押 し ジ ャ ッ キ の  
支 圧 を 受 け る 支 圧 体 を こ の 反 力 伝 達 構 造 物 の 幅 方 向 に 架 設 し た コ ン ク リ ー ト 函 体 の 発 進 反  
力 構 造 を 使 用 し 、 元 押 し ジ ャ ッ キ に よ り コ ン ク リ ー ト 函 体 を 推 進 さ せ る こ と を 要 旨 と す る  
も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 元 押 し ジ ャ ッ キ や コ ン ク リ ー ト 函 体 の 支 圧 を 受 け る 支 圧 体 は 、 間 接 的 に  
反 力 伝 達 構 造 物 を 介 し て 土 留 め 鋼 矢 板 と 一 体 の 構 造 と な り 、 土 留 め 鋼 矢 板 側 部 に 発 生 す る  
地 山 と 鋼 矢 板 と の 摩 擦 力 を 期 待 で き る 反 力 構 造 と な る の で 、 ４ 方 を 囲 む よ う な 立 坑 を 形 成  
し な く と も 推 進 反 力 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の よ う に 完 璧 な 発 進 立 坑 を 形 成 し な く も と よ い の で 、 背 面 に 既 設 水 路 が 存 在 す る 場 合 に  
つ い て も 、 既 設 水 路 を 埋 め 戻 す こ と な く 施 工 可 能 で あ る 為 、 降 雨 時 の 増 水 、 水 路 へ の 通 水  
を 確 保 し た 施 工 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 発 進 箇 所 の 背 面 の 地 山 が 軟 弱 地 盤 で あ り 反 力 が 期 待 出 来 な い 場 合 に お い て も 、 補 助  
工 法 等 を 必 要 と せ ず 、 例 え ば 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 と 推 進 工 法 を 組 み 合 わ せ る 場 合 の オ  
ー プ ン シ ー ル ド 工 で の 推 進 が 可 能 と な り 、 十 分 な 反 力 を 期 待 で き 、 経 済 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
同 様 に 発 進 箇 所 立 坑 背 面 直 近 に 構 造 体 が あ り 、 土 留 め 、 厚 い 支 圧 コ ン ク リ ー ト の 築 造 が 困  
難 で あ る 場 合 に お い て も 施 工 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
支 圧 コ ン ク リ ー ト を 築 造 す る こ と な く 施 工 可 能 で あ る 為 、 ス ク ラ ッ プ 鋼 材 は 発 生 す る が 、  
コ ン ク リ ー ト か ら は 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
従 来 の よ う な 発 進 立 坑 と し て 形 成 す る 場 合 で も 土 留 め 鋼 矢 板 側 部 に 発 生 す る 地 山 と 鋼 矢 板  
と の 摩 擦 力 を 期 待 で き る 反 力 構 造 と な る の で 、 立 坑 自 体 が 大 き な 反 力 体 と な り 、 支 圧 構 造  
の 剛 性 が 高 い 為 、 推 進 に よ る 反 力 部 分 の 変 位 が 少 な く 、 推 進 精 度 が 向 上 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
以 上 述 べ た よ う に 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 函 体 や シ ー ル ド 機 の 発 進 反 力 構 造 お よ び 方 法 は 、  
地 山 へ の 摩 擦 力 を 利 用 し て 反 力 伝 達 構 造 物 を 形 成 で き る の で 、 大 掛 か り な 発 進 立 坑 を 設 け  
る こ と や 、 も し く は 発 進 立 坑 を 設 け る こ と な く コ ン ク リ ー ト 函 体 の 発 進 が 可 能 と な る も の  
で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 函 体 の 発 進 反 力 構 造 お よ び 方 法 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 平 面  
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 函 体 の 発 進 反 力 構 造 お よ び 方 法 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 中 央  
縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の Ｂ － Ｂ 線 矢 視 図 で あ る
【 図 ５ 】 図 １ の Ｃ － Ｃ 線 矢 視 図 で あ る
【 図 ６ 】 ジ ャ ッ キ 架 台 部 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 函 体 の 発 進 反 力 構 造 お よ び 方 法 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 平 面  
図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 函 体 の 発 進 反 力 構 造 お よ び 方 法 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 中 央  
縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ の Ａ － Ａ 線 矢 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ７ の Ｂ － Ｂ 線 矢 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 推 進 工 法 併 用 の オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 の 第 １ 工 程 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 の 第 ２ 工 程 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 の 第 ３ 工 程 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 の 第 ４ 工 程 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 推 進 工 法 の 概 要 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
以 下 、 図 面 に つ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト  
函 体 の 発 進 反 力 構 造 お よ び 方 法 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 、 図 ２ は 同 上 側 面 図 で 、 図 中  
８ は コ ン ク リ ー ト 函 体 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
な お 、 こ の 縦 列 さ れ た コ ン ク リ ー ト 函 体 ８ は 通 常 の 推 進 工 法 で 施 工 さ れ た も の で も よ い が  
、 前 記 の ご と く 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 で 施 工 し た も の で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 図 示 の 例 は 後 方 に 既 設 水 路 １ ６ が 存 在 し 、 十 分 な 発 進 立 坑 を 形 成 で き な い 場 合 で あ  
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
本 発 明 は 推 進 さ せ よ う と す る コ ン ク リ ー ト 函 体 ８ の 左 右 両 側 方 に 多 少 間 隔 を 存 し て シ ー ト  
パ イ ル に よ る 土 留 め 鋼 矢 板 １ ７ を 並 行 に 配 設 す る 。 こ の 土 留 め 鋼 矢 板 １ ７ は 発 進 立 坑 １ １  
を 構 成 す る も の と 同 じ も の で よ い が 、 発 進 立 坑 １ １ の よ う に 囲 繞 さ せ る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 相 対 向 す る 土 留 め 鋼 矢 板 １ ７ の 下 方 に は 、 捨 て 石 お よ び 捨 て コ ン ク リ ー ト を 敷 設 し  
、 そ の 上 に 受 台 ２ ５ を 設 置 し て 発 進 立 坑 的 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
前 記 土 留 め 鋼 矢 板 １ ７ の 内 側 に ア ン グ ル 材 に よ る ブ ラ ケ ッ ト １ ８ を 溶 接 等 で 取 付 け 、 こ の  
ブ ラ ケ ッ ト １ ８ で 挟 み 込 む よ う に し て Ｃ チ ャ ン ネ ル 材 の よ う な 形 鋼 に よ る 反 力 伝 達 鋼 材 １  
９ を 複 数 段 に 横 架 し て 反 力 伝 達 構 造 物 ２ ０ を 形 成 し た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
反 力 伝 達 構 造 物 ２ ０ の 幅 方 向 、 す な わ ち 相 対 向 す る 土 留 め 鋼 矢 板 １ ７ 間 に 端 部 を ボ ル ト ２  
４ で 反 力 伝 達 鋼 材 １ ９ に 固 定 し た Ｈ 形 鋼 に よ る 横 方 向 部 材 ２ １ ａ と こ の 横 方 向 部 材 ２ １ ａ  
に 直 交 さ せ る 縦 方 向 部 材 ２ １ ｂ と で 格 子 に 枠 組 ん だ 支 圧 体 ２ １ を 架 設 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
該 支 圧 体 ２ １ は コ ン ク リ ー ト 函 体 ８ の 後 端 へ の 元 押 し ジ ャ ッ キ ９ の 支 圧 を 受 け る も の で 、  
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元 押 し ジ ャ ッ キ ９ を 設 置 す る ジ ャ ッ キ 架 台 ２ ３ を こ の 支 圧 体 ２ １ の 前 に 置 く 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
次 に 使 用 法 に つ い て 説 明 す る と 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 ８ を 推 進 さ せ る に は 元 押 し ジ ャ ッ キ ９  
を 伸 長 し て こ の 元 押 し ジ ャ ッ キ ９ に よ り コ ン ク リ ー ト 函 体 ８ を 押 し 出 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 示 は 省 略 す る が 縦 列 す る コ ン ク リ ー ト 函 体 ８ の 先 端 に は オ ー プ ン シ ー ル ド 機 が 設 置 さ れ  
、 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 に よ り コ ン ク リ ー ト 函 体 ８ は 設 置 さ れ て い た 。 （ 地 上 に 設 置 し た  
シ ョ ベ ル カ ー で 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 の 刃 口 部 を 掘 削 し 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 の 前 進 と コ  
ン ク リ ー ト 函 体 の 吊 下 し ・ 設 置 を 繰 り 返 す 。 ）
【 ０ ０ ４ ８ 】
橋 梁 等 の 構 造 物 下 を 施 工 す る 場 合 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 を 取 れ な い の で 、 オ ー プ ン シ ー  
ル ド 機 の 刃 口 部 分 は オ ー プ ン シ ー ル ド 機 内 部 か ら 掘 削 し 、 こ の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 ご と コ  
ン ク リ ー ト 函 体 ８ を 元 押 し ジ ャ ッ キ ２ ２ で 推 進 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
元 押 し ジ ャ ッ キ ２ ２ の 推 進 反 力 は 支 圧 体 ２ １ で 受 け る が 、 こ れ が 反 力 伝 達 鋼 材 １ ９ を 介 し  
て 土 留 め 鋼 矢 板 １ ７ に 伝 わ り 、 土 留 め 鋼 矢 板 １ ７ の 側 部 に 発 生 す る 地 山 と 鋼 矢 板 と の 摩 擦  
力 を 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 と し て 、 図 ７ ～ 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 土 留 め 鋼 矢 板 １ ７ は こ れ を も  
っ て 発 進 立 坑 １ １ を 形 成 す る も の で あ り 、 前 記 支 圧 体 ２ １ は Ｈ 形 鋼 に よ る 横 方 向 部 材 ２ １  
ａ の 背 後 に 支 圧 コ ン ク リ ー ト 壁 ２ １ ｃ を 設 け て な る も の と し た 。 そ の 詳 細 を 図 ２ １ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
使 用 法 は 前 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
１ … オ ー プ ン シ ー ル ド 機
２ … フ ロ ン ト 部                 ３ … テ ー ル 部
４ … 中 折 ジ ャ ッ キ               ５ … シ ー ル ド ジ ャ ッ キ
６ … 可 動 分 割 刃 口               ７ … 支 圧 壁
８ … コ ン ク リ ー ト 函 体           ９ … 元 押 し ジ ャ ッ キ
１ ０ … 受 台 鋼                   １ １ … 発 進 立 坑
１ ２ … 掘 削 機                   １ ３ … 到 達 坑
１ ４ … ダ ン プ                   １ ５ … グ ラ ウ ト 機
１ ６ … 既 設 水 路                 １ ７ … 土 留 め 鋼 矢 板
１ ８ … ブ ラ ケ ッ ト               １ ９ … 反 力 伝 達 鋼 材
２ ０ … 反 力 伝 達 構 造 物           ２ １ … 支 圧 体
２ １ ａ … 横 方 向 部 材             ２ １ ｂ … 縦 方 向 部 材
２ １ ｃ … 支 圧 コ ン ク リ ー ト 壁     ２ ３ … ジ ャ ッ キ 架 台
２ ４ … ボ ル ト                   ２ ５ … 受 台
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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